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﹇
南
木
曽
支
署
﹈
木
曽
郡
大
桑
村
阿
寺
国
有

林
を
流
れ
る
、
木
曽
川
支
流
の
阿
寺
川
一
帯
は
、

風
光
明
媚
な
こ
と
か
ら
、
阿
寺
渓
谷
と
呼
ば
れ
、

風
致
探
勝
林
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

渓
谷
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
木

曽
五
木
や
一
○
○
年
を
超
え
る
ヒ
ノ
キ
人
工
林

に
覆
わ
れ
、
雨
が
降
っ
て
も
濁
ら
な
い
と
い
わ

れ
る
清
冽
な
水
が
、
滝
や
深
い
淵
を
造
り
な
が

ら
流
れ
下
っ
て
い
ま
す
。
淵
は
、
吸
い
込
ま
れ

る
よ
う
な
深
い
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
染
ま

り
、
木
曽
川
で
最
も
美
し
い
支
流
の
一
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
基
岩
が
白
く
、
随

所
に
深
い
淵
が
発
達
し
て
い
る
た
め
で
、
周
囲

の
緑
や
岩
の
白
さ
と
と
も
に
訪
れ
た
人
々
を
魅

了
し
て
い
ま
す
。
渓
谷
沿
い
に
は
「
犬
帰
り

の
淵
」
や
「
千
畳
岩
」
な
ど
と
名
付
け
ら
れ
た

景
勝
地
が
点
在
し
、
新
緑
の
季
節
か
ら
、
紅
葉

の
季
節
ま
で
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
夏
に
は
、
川
遊
び
を
楽
し
む
子
供
た

ち
の
声
が
谷
に
響
き
わ
た
り
ま
す
。
こ
の
渓
谷

は
、
深
い
淵
と
浅
瀬
が
交
互
に
現
れ
、
適
度
な

水
量
を
保
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
遊
び
に
最

適
な
よ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
谷
に
は
、

「
美
顔
水
」
と
い
わ
れ

る
湧
き
水
が
あ
り
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。
こ

の
「
美
顔
水
」
に
は
、

「
そ
の
む
か
し
、
木
曽

の
山
林
を
管
理
す
る
た

め
に
や
っ
て
き
た
尾
張

の
国
の
役
人
た
ち
の
奥

方
が
、
朝
に
夕
に
、
こ

の
水
で
顔
を
あ
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
み
ち
が
え
る

ほ
ど
美
し
く
色
白
に
な

っ
た
。」
と
い
う
話
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
木

曽
に
出
か
け
ら
れ
た
際

に
は
、
少
し
寄
り
道
を

し
て
、「
美
顔
水
」
を

試
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

◇
ア
ク
セ
ス

◎
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
場
合

Ｊ
Ｒ
中
央
西
線
野
尻
駅
下
車

タ
ク
シ
ー
利
用
で
一
〇
分

◎
自
動
車
を
利
用
し
た
場
合

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ．
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よ
り
塩
尻
方

面
へ
五
〇
分

長
野
自
動
車
道
塩
尻
Ｉ．
Ｃ．
よ
り
中
津
川
方

面
へ
一
時
間
四
〇
分
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あ でら けい こく 
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阿
寺
渓
谷

犬帰りの淵

色白になるという美顔水

エメラルドグリーンに染まる阿寺渓谷

◎
事
業
担
当
課
長
会
議

１
月
18
〜
19
日
　
林
野
庁

◎
国
有
林
野
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

１
月
29
日
〜
２
月
２
日
　
中
部
森
林
管
理
局

◎
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会

２
月
８
〜
９
日
　
中
部
森
林
管
理
局
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